
セ
ン
ク
シ
ア
な
ど
３
社
開
発
の
新
補
強
工
法

Ｊ
Ｒ
の
駅
上
屋
耐
震
工
事
で
採
用

溶
接
不
要
約
８
割
の
工
期
短
縮
実
現

耐
震
補
強
の
イ
メ

ジ

ス
マ

ト
ボ
ク
シ
ス
工
法

︵
武
蔵
野
線
西
船
橋
駅
︶

スマートウィクシス工法
（総武本線平井駅）

　
総
合
建
材
メ

カ



セ
ン
ク
シ
ア
︵
社
長
・
林

雄
一
氏
︶
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本

お
よ
び
東
鉄
工
業
と
共
同

開
発
し
た
Ｈ
形
鋼
柱
用
方

杖
補
強
工
法
﹁
ス
マ

ト

ウ

ク
シ
ス
︵
Ｓ
Ｗ
︶
工

法
﹂
お
よ
び
﹁
ス
マ

ト

ボ
ク
シ
ス︵
Ｓ
Ｂ
︶工
法
﹂

が
Ｊ
Ｒ
の
プ
ラ

ト
ホ


ム
上
屋
の
耐
震
補
強
工
事

８
件
で
採
用
さ
れ
た

８

日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
発
表

し
た

溶
接
が
不
要
で


上
越
新
幹
線
高
崎
駅
で
の

工
事
で
は
溶
接
接
合
の
従

来
工
法
と
比
べ
約
８
割
の

工
期
短
縮
と
約
３
割
の
工
事
費
削
減
を
実
現
し
た


今
後

他
の
鉄
道
事
業
者

へ
も
水
平
展
開

す
る
こ
と
で
全

国
の
鉄
道
駅
の

安
全
性
向
上
に

貢
献
し
て
い
く

方
針


　﹁
Ｓ
Ｗ
工
法
﹂

は
Ｈ
形
鋼
柱
が

変
形
し
や
す
い

方
向
へ
斜
め
の

補
強
部
材
を
無

溶
接
で
接
合
す

る

ま
た


﹁
Ｓ
Ｂ
工
法
﹂

は
Ｈ
形
鋼
柱
が

変
形
し
や
す
い
方
向
と
変

形
し
に
く
い
方
向
の
両
方

向
に
同
じ
高
さ
の
位
置
で

斜
め
の
補
強
部
材
を
無
溶

接
で
接
合
す
る
無
溶
接
工

法

両
工
法
と
も
接
合
に

は
高
力
ボ
ル
ト
を
使
用

し

既
存
塗
装
の
除
去
が

不
要
と
な
る


　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
首
都

直
下
地
震
の
想
定
震
度
が

上
昇
し
た
エ
リ
ア
が
あ
る

こ
と
や
新
た
な
活
断
層
が

顕
在
化
し
た
こ
と
な
ど
の

新
た
な
知
見
を
踏
ま
え
た

地
震
対
策
の
一
環
と
し

て

安
全
を
よ
り
高
め
る

た
め
に
２
０
１
７
年
度
か

ら
大
地
震
発
生
時
の
揺
れ

を
抑
え

崩
壊
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
た
プ
ラ


ト
ホ

ム
上
屋
の
耐
震
補

強
に
約
３
２
０
駅
を
対
象

と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る


　
従
来

補
強
部
材
を
取

り
付
け
る
た
め
に
は
溶
接

が
必
要
だ

た
し
か
し


作
業
制
約
の
多
い
鉄
道
工

事
で
溶
接
を
行
う
に
は
事

前
準
備
や
火
災
防
止
対
策

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
業

を
限
ら
れ
た
時
間
で
行
う

必
要
が
あ

た

今
回


施
工
性
お
よ
び
生
産
性
向

上

加
え
て
品
質
管
理
の

し
や
す
さ
を
目
的
に
新
工

法
を
開
発
﹁
Ｓ
Ｗ
工
法
﹂

は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
上
越
新

幹
線
高
崎
駅
の
ほ
か
総
武

本
線
平
井
駅
な
ど
６
駅
と

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
山
陽
新
幹

線
西
明
石
駅

﹁
Ｓ
Ｂ
工

法
﹂
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
武

蔵
野
線
西
船
橋
駅
に
適
用

さ
れ

高
い
工
期
短
縮
・

工
事
費
削
減
効
果
を
発
揮

し
た

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